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山梨県丹波山村田役場文書の学術的意義に関する検討序説

小口 千明・武田周一郎・花木宏直・回場川あゆみ編

1 総論

1)丹波山村!日役場文書の性格と調査の経緯

本稿は，山梨県丹波山村役場の!日庁舎に保管さ

れていた行政文書群を対象とし向文書群に関す

る学術的意義を検討したものである。ただし本

稿は当該文書群について，各文書の標題等から推

論される概要を検討したにとどまっており，各文

書の内容に踏み込んだ検討に向けての「序説」で

ある。今後.分類作業や文書の内容に踏み込んだ

検討を行いたいと考えているが，時間的・費用的

制約もあり，まずは第一段階における検討結果を

示すことにした。

冒頭、に明記しておくが この文書群は丹波山村

において公開されているものではなく，現段階に

おいては「未公開」である D また，丹波山村にお

いて当文書群の取扱いを今後どのようにしていく

かについても未決定である。本稿後段の目録は，

当文書群の性格や傾向を知るための資料であっ

て，閲覧を目的としたものではない。読者各位に

おかれては，その点に十分ご留意いただきたい。

当文書は，現在は丹波山村役場に所蔵されてい

る。しかし「所蔵」とはいうものの，当初は倉庫

内に未整理の状態で一括収蔵されていたものであ

る。年次を経るにしたがい汚損が進み，さらに当

村と隣接町村との合併話が持上がって，当文書保

管についての必要性の有無が問われ始めたD その

ため，役場では，廃棄を含めて当文書をいかに取

扱うか検討-する必要が生じることになか従前か

ら丹波山村と交流のあった筑波大学歴史地理学研

究室が当文書群の学術的側面の検討を担当させて

いただいた次第である D

当文書群は，昭和46(1971)年に使用を開始し

た丹波山村役場庁舎の前身である旧庁舎に保管さ

れていたものである O 青権街道に商して建てられ

ていた村役場の!日庁舎は木造二階建てで，当

は，主としてその二階の文書倉療に収蔵されてい

た。それを，庁舎移転に際し あわただしく移送

したとのことである。

移送当時，役場保管文書のうち最も重要とされ

た戸籍類と者[S有林関係文書は慎重に新役場庁舎に

移管されたD また，並行して， 一部の保管文書の

焼却処分も行われた。それら以外の文警が当文書ー

若手とされており，当I1寺を知る役場l蹴員としては

「それほど重要なものは含まれていないjとの認

識であったという。また 丹波山村-で、は終戦直後

をはじめ，何度か役場文書の大量焼却を行ったと

の言い伝えがあり，そのため役場職員には f役場

文書には，古い資料は残されていないjとの認、識

もあった。このような経緯から，丹波山村役場で

は当文書群をそれほど重要視はしてこなかったと

されている。

現に，昭和56年(1981)には斉藤 毅教授を中

心に『丹波山村-誌jが編纂され，この『丹波山村

誌jは独自性の強い自治体史として評価されてい

るが，この村誌に当文書群が利用された形跡はな

い。すなわち，同書編纂時には，役場側から当文

書群に関する情報提供がなされなかったものと推

察される O

筑波大学としての当文書群の検討は 4回に分け

て実施した。それぞれ，平成18年 (2006)11月

(第一次)，平成19年 (2007)11月(第二次)，平成

21年 (2009)3月(第三次)，同年8月(第四次)

の計4四であるD 筑波大学歴史地理学研究室所属

の大学院生および日本語-日本文化学類や人文学

類，知識情報-図書館学類の学生諸氏の助力を得

て記録・目録作成を行った。すでに，第一次およ

び第二次調査報告書を作成しており，本稿は第三



次と第四次調査報告書の内容を総合するととも

に，現段階における調査全体を通覧したものであ

るO 本稿には，文書調査に参加した大学院生・

生による資料紹介(写真紹介を含む)および実見

した文書資料，の自録を掲載した。なお，本稿冒頭

に記したように， この文書群は現在のところ「未

公開Jであり， したがって，当日銀は閲覧用に作

成したものではないことを再度記しておく。

2 )丹波山村田役場文書の学術的意義

筑波大学歴史地理学研究室による調査の結果，

丹波山村!日役場文書には下記の特色を認めること

カすできるD

①文書群を時代的にみると，丹波山村役場の庁舎

移転が行われた1970年代とその時点から十数年

遡った範囲内となる1950年代後半.1960年代の

資料が多数を占めている O これは，村の人口が

多く，産業が盛んで丹波山村が活気に満ちてい

た時代であり，文書群はこの時代の姿を正確に

記録しておくための有効な学術資科になりう

るO

②江戸時代および明治・大正.I昭和戦前期の資料，

がかなり含まれており これまで「存在しな
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第 11~ 丹波山村-丹波集落とその周辺

ぃ」あるいは「焼失した」とされ，村の歴史と

して空白になっていた時代について，一部では

あるが記述できる可能性が強まった。

③!鳴沢集落に関するi明治期等の資料が含まれてお

り， ダム水没以前の鴨沢集落とそこで展開して

いた人々の暮らしを記録するための有効な資料

となりうる。

④高畑，後落滝，貝沢など，今iヨでは住民が

皆無となってしまった小集落に関する資料が含

まれている O これらの小集蕗は，共通して「山

腹斜面集落」としての特色をもっており，丹波

111村ーの生活文化史を研究するうえで、有効な資料

となりうる。

⑤産業経済に関する資料が豊富であることに加

え，住民生活を直接に映し出す教育や保健衛生

に関する資料も多数含まれており，この点も丹

波山村の生活文化史研究に資するものといえ

るO

⑤丹波山村!日役場文書は，数え方にもよるが約

40，000点あると推察される。量的に充実したも

のであることに加え，質的には上記の特色を含

むものである O したがって，当文書群は学術的

意義を十分に含む資料であると結論づけること
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ができる。

⑦なお，行政文書であるため，なかには鋼人情報

を含む資料も存在している口偲人情報保護のた

めの対ー策を十分に行い，そのうえで公開のあり

方について検討を行う必要がある O

本稿に関する資料調査を行ううえで，丹波山村

村氏の方々をはじめ，同部政幸村長，坂本 求副

村長，守屋勤村議会事務局長，橋詰武教育次

長，清水善明温泉観光課長 役場職員のみなさま

からたいへんお世話になった。記して厚く御礼を

申し上げる次第である。

なお，筑波大学側の協力者は，大学院生として

清水克志(現，農村ー工学研究所)・加藤晴美・双木

俊介・武田周一郎-花木宏ill.日場)11あゆみ，学

類生として上村和也・チン シソウ・村日1教幸・

諸星阿矢の各氏である O 記して謝意を申し上げた

し瓦 O

(小口千明)

E 資料紹介

1) NO.988 r書類綴j

(丹波山村山葵組合，昭和22年 (1947)10月~

昭和34年 (1959)7月)

本資料は，昭和20年代から30年代前半にかけて

の，丹波山村‘LiJ葵組合の各種書類をまとめたもの

である O 本資;jqの内容は， 1上i葵組合の規約や，組
合の収支決算， LiJ葵回の等級・所有者・所有地加

の統計二山葵田を覆う雑木の伐採願. 11J葵日経営

に!緊し東京都有地の貸借に関するj頭警など，多岐

に及んでいる。

本資料の中でも注自されるものは，流通に関す

る資料である D 昭和30年(1955)9H211j.昭和

33年(1958)9月21日付の東京神田市場の丸一青

果株式会社からの書簡や 昭和33年10)~ 6日付の

丹波山村山葵組合で、の山葵共同出荷に関する組合

員への通告1]，昭和33年11月20・25日付の奥多摩町

山葵組合からの山葵出荷箱の購入費請求の書簡を

はじめ，数点含まれている O これらの資料から，

昭和30年代初め，奥多摩町・丹波山村・東京千1¥1田

丸一青果が一体となって共同出荷を進め，静岡に

対抗しうる山葵産地を形成しようとする動きが

あったことが{確認できる O

加えて，昭和33:¥:1三9月日日付与の奥多摩IrrruJ葵組

合より丹波山村山葵組合へ山葵苗500本の1lT1f.入代

金の請求があり，生産に関しても奥多摩IIIJと丹波

山村で連携を深めていたことが見受けられる O ま

た，昭和33年3月27日に丹波山村‘LiJ葵組合で南都

留郡東桂村の山葵田へ視察に赴いた I~祭の報告も含

まれ，丹波山村ー単独でも生産の向上を図ろうとし

ていたと理解できる O

丹波11片j'の産業の変選を!顧みると，明治期から

昭和初期にかけて養蚕~製炭~コンニャクと移り

変ってきた。これらの生業が盛衰を経ていく仁ド

で，都市部の食生活の11香好の変化とも関連して，

昭和20年代以昨に111葵が経盛していくのである。

本資料に現れた山葵をめぐる戦後の丹-波山村・の動

向を通じて，関東近郊山村の高度経済成長期の一

端が明らかになる。

(花木宏直)

2) No.1148r出納簿j

(丹波山村山葵組合，昭和32il三(1957)) 

本資料は， 1950年代に作成された，丹波山村の
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LL!葵組合の会計簿で、ある。会費の徴収，農協との

借入金の記録，築田にあたって出した補助金など

が記載されている O 記述は細かく，役員会議での

食事代の支出入などにいたるまで， 日付とともに

記録されている。

本資料の注目される点として，収支の詳細な内

容が記録されていることが挙げられる口昭和32年

(1957) 5月61ヨの欄にある「役員会時サシミ代~

(中略)~に支払い」という記述があり，当時もサ

シミが供されていたことを示している D この山葵

組合の資料だけでは サシミが供されたことが一

般的なことであったのか，特別なことであったの

かはっきりしないが 比較材料として他の組合組

織の同様な出納簿があれば， この地域の祝い事・の

席での習慣が見えてくるといえよう D

また，本資料ーからは 111葵田ごとの負担金や，

iJJ葵!万の小作料の徴収についての記載も見られる

ため，丹波山村の山葵栽培がどのようなシステム

のもとに展開されていたかを知ることができる O

本資料は. 111葵組合の運営の様子と，組合員の

様子をいきいきと諾りかけてくる資料である O

(村田教幸)

3) NO.1474・1475r木造家屋調査表(落湾・
後山)J

(丹波山村役場か，昭和30年代)

本資料は，村内の木造家屋の状況について一戸

ごとに調査したもので，家屋台帳作成のための基

礎資料であったと推測される。文書調査ではF 一

括してブリキ製の箱に保管された状態で発見さ

れ，落j竜-後Lむも含めて計16集落分が確認され

fこO

調査項目は，家屋の所在地や所有者・付帯設

備-建具-使用材ーなどであり 間取を示した平面

図や. I木造家屋部分別坪当評点基準表J， I部屋

別部分日日明細表」なども記録されている D

本資料は.lm定資産税算出のために調査された

データと考えられるが 当時の人々の生活を理解

する上でも大変興味深い。本資料からは，各家の

間取から家屋の構造や規模が判明するほか，査葺

きやトタン茸きなど屋根の素材， さらには檎や栗

など柱の材穏に至るまで，細部にわたる復原に用

いることができる O また付帯設備の状況に注目す

ると，落滝，後山ともに水道とガスは整備されて

いなかったが，電気は通っていたことが分かる D

あわせて，本資料から，現在廃絶した集落の景

観復原も可能となる O たとえば，落滝，後山集落

は現在廃絶しており，かつ当時の旧版地形図にも

詳細な記載がみられない。一方，調査表には落滝

で4戸，後山で2戸の存在が確認され，その家屋

景観が詳細に記録されている。これらの点から，

本資料は高度経済成長期前後の山村の生活復原研

究に大変有効な資料である O

(武田周一郎)
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4) NO.1500 r当直日誌j
(丹波山村役場，昭和30年(1955)10月18日~

昭和31年 (1956)12月31日)

本資料は，昭和30年 (1955)10月18日から昭和

31年 (1956)12月31日にかけての，丹波山村-役場

の当直日誌である。村で起こった出来事-事件

行事などが宿直者によって記されている D 日誌の

形式としては，日付，天気，日直者名，宿直者名，

村ー長・助役-庶務係からの印，記事，収受物処分，

発送 I=D章使用について書く欄が設けられてい

るO 日付，天気，宿直者名以外についての記載は

稀である D 昭和31年4月21日から用紙の形式が変

わるが， 自藍者名を書く楠がなくなる以外に大き

な変化は見られない。

当直日誌に現れた村の出来事に関する記事とし

て，たとえば昭和31年8月11日，丹波山村に簡易

水道が完成したという記事がある。 f丹a波山村年

表j(丹波山村教育委員会， 1999)によれば，昭和

31年に丹波・奥秋簡易水道が完成しており，この

水道に関する記事と推定される O この記事に限ら

ず，昭和31年以降は随所に水道関係の記事が見ら

れ，簡易水道の開通は丹波山村にとって重要な出

来事であったことがうかがえる。

また，当直日誌には，村民の健康に関わる記述

も多く見られる。昭和30年10月28日には村民を対

象にレントゲン検査が行われた記述がある D 昭和

31年 7~. 8月，簡易水道の完成と同時期に高畑地

区で赤:隔が発生しており亙ちに村役場の職員が

消毒へ赴いている O さらに保健所にて検使が行わ

れ，赤痢菌保有者と特定された 4名が福生病院

2名が阿伎留病院へそれぞれ収容されるととも

に，保菌者の家屋は役場の職員が消毒しているb

9 丹 (II~!~ 沢地区) . 11月にも赤痢発生の記事が確

認できる O 当直日誌は，当時の衛生状態を知る上

での一つの手がかりとなり，あわせて予防接種な

ど衛生に関する資料とも対応させてみることで，

当時の健康状態や衛生状態を知ることができる。

他方.村-内の様子が書かれた記事からは.当時の

生活の一端を知ることができる。集会や映画会は午

後7時から行われていることが多く，午後713寺とい

う時間が当時の丹波山村ーに住む人々にとってどの

ような意味合いを持っていたのか注目される。村外

との交流も描かれており，昭和30年10月には上智大

学史学研究会が丹波山村ーの「木遣Il白及l雌Jをテープ

レコーダーにl吹き込み，記録している。

特記事項がない百でも，村ーでは農業が営ま れ，

人々は生活している o r~寺記事項なし j という記

述の背後に，村人の平穏な日常生活が存在するこ

とを再認識する資料でもある D

(回場川 あゆみ)

5) NO.1931 (昭和38年)・ No.1923 

(昭和41年)r自動車使用伺簿J
(丹波山村役場，昭和38年(1963)，昭和41年(1966)

(各 1冊ずつ)) 



本資料は，丹波山村役場の公用車の鈍用を記し

た記録である C 昭和38年(1963)のものは. 1頁

に2四分，使用目的及行先・乗車人名・出発時五IJ. 

帰庁時刻・時間外勤務・運転者氏名・現在キロ数-

走行後キロ数・走行キロ数-補給ガソリン量の欄

がある O 昭和41年(1966)のものは. 1頁に 1回

分が割かれており，昭和38年のものよりも詳細な

記述が見られる。使用目的を記す用務概の他に使

用区間が記されており，行き先の場所だけでな

く，地名の記述が見られることから，より具体的

に公用車を使用して行った場所を知ることができ

るO

昭和38年の記事を見ていくと，公用車の使用は

主に村内の移動に使用されていたことが分かる O

村内の行き先は II!鳥沢-保之 ì~fJ'i .所畑・ fEfl:[宜外・杉

奈久保などで，使用目的としては崩落現場の視察

や積雪の道路枚分， ワクチン投与のためなどであ

るO 公務では県庁のある甲府や大月，上野原を訪

れているが，公務以外の事では奥多摩や青梅な

ど，東京都に出ることの方が多い。公用車の車体

検査では青梅や立川に行き，本資料上の諸物品の

購入はほとんど全て青梅で、行っている O また，病

人の搬送に関しては奥多摩病院や，赤痢発生にl捺

しては青権総合病院'を訪れ，山梨県の病院にはか

かっていなし 10

昭和壮年のものは，また違った傾向が見られ

るO この年は災害があり，県)1などとの連絡を密
接にしなければならなかったためか，甲府をはじ

めとする山梨県内に行くことが多くなっている D

公用車の修理は福生 物品の購入は青梅で、行って

いるのは昭和38年と変わりないが，病!境に関して

は福生と山梨県内の病院が半数ずつで、あった。こ

こが昭和38年と大きく異なる点で、あるといえる O

昭和41年は災害の発生がその一国であるとも考え

られるが，奥多摩や青梅，福生といった東京都だ

けでなく，山梨県との結びつきが強い年であっ

た。

公用車の使用簿なので，村民の生活実態とは必

ずしも一致しないが，遠方への交通手段を自動車

に頼る丹波山村であるので，公用車の使用実態
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は，丹波山村と他の市町村の結びつきの一端が見

えてくる資料，であるといえる。また，当時の村政

の一端を知ることができる資料でもある D

(白場JII あゆみ)

6) NO.1998・1999

「丹波観音勧請委員会文書綴 慈恵会観音関係j

(観音勧請委員会，昭和37~39年(1962~64)) 

本資科は，昭和37~39卒 0962~ω〉卒に進め

られた.r慈恵会J(現阿含宗)とし 1う宗教法人に
よる，丹波山村高尾地区鹿辺への霊園・宗教施設

開発をめぐる一連の書類をまとめたものであるO

NO.1998には丹波山村側の勧請委員会による開発

地域の住民との土地関係の契約書.NO.1999は宗

教法人側から丹波山村あての書簡や計画書・計画

図面・開発の契約書・法人内容の説明資料などが

含まれる。

本資料によれば，霊園・宗教施設の開発は昭和

37年(1962) 2月ころに法人側から持ち上がり，

3月には村と法人が一体となった奥多摩観音勧請

委員会が結成された。 6月には土地貸借や売買の

合意がなされ.10月には法人側の資金難で一時的

に滞るものの事業は継続し 昭和39年(1964) 3 

月には村より開発が承諾された。しかし今日の

丹波山村にはこのような園や宗教施設は存在せ



ず，開発されることはなかった。

本資料に関連して，別の資料にも触れておきた

い。 No.2000は，昭和38~39年 0963~64) にか

けて行われた， r奥多摩開発興業株式会社jとい
う横浜市の会社による，丹波山村q~亀沢地区への

ロープウェーや保養所・ゴルフ場などの開発をめ

ぐる一連のー書類をまとめたものである O この資料

によれば，住民との土地関係の交渉はスムーズに

進んだが，前者と同様に実際には開発されること

はなかった。また，開発契約書には，村側の住民

によると推察される，この会社組織の存在を疑う

き込みもなされていた。

実現しなかった 2つの開発事業は，いずれも住

民側はスムーズな対応を見せていたが，開発者側

の身元の不確かさが認められ，最終的に開発計画

も頓挫した。本資料を通して観光産業の隆盛して

いく高度経済成長期における，大都市近郊の111村

を取り巻く境遇を読みとることができる。

(花木宏直)

口
δ





NO 表魁 |年次 作成者 官側室1・

1095 (51l和37年軍司)
機前議苓1096 

川川 一副J知木B正毎年勾期三治斗

1097 長義岩吟盛1098 
1099 は こf波烈t耳、
1100 

住所変更届1101 
1102 
1103 
1104 

ム盟士ょ1盟1盟ι0 主

本籍人生年月調書草 (58和17{I'-か}

… 限目大白但拘羽正S和142初6年~~年期t三かn'j
住民のほ出入関係の名簿
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1117 3;装
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11i 1111122220 2 3 1 
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盤言
1136 
1137 
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il伝iJ:¥1iiEI仰など各機応EIY:j彩に↑刻する
1143 
1144 
1145 
1146 
1147 
1148 
1149 
1150 明治中JUIの住民による役場への鮒願明らかに

(118和33年か)
(1昭和33{手か)
(11日和33年か)
(I1H'fl133Jj三か)
(昭和33Jjoか)
(1沼弔133;1'か)
(1沼和33年か)
(II~ 手n33 fjöか)

(11召和33fI'-か)
(1昭和33年か)

響書~

議 事分) 11召 27勾三

昭附間[jp和初和234380司~}年牢ド31年
返綴

器 棚係

7l<i1lit1本!苅f系

(昭和戦後期か) 午、l有j也など

態i-ß(j-~)î+-T- 1iìi:議

土

1179 34 害丹波I対i!¥7l<施工事 (昭和戦後期か}

1180 (11M和戦後期か) E土 ー 糸修の概要
1181 (昭和38.......40 ~r:ヵ・ )

1182 

器i1183 
1184 
1185 計~ 、:事翠; 競閣議1186 

口
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t>iQ_g受燐 護霊 |作成者 |悦il若

常 鮪寝1188 
11891夜E追認綴喜多綴 務係

剛腕附) 建韓首荏
1191公工委
1192 
1193ITmi 'U('.'if..~:'JLI，J!l!綴
1194ITíAii 'lll''fé~1LbJ!l!綴
1195 婆・
1196 fJ食前渡職員
1197b  、
1198 
1199 
1200 幅一1202ー
1203予 (昭和41年か)

臨審議芋12051- f;!\Z~1l-!--r>])\ì>1!lf 1 1l!:S ~'n4 

1206 存官製竹M5.u.ア闘胤休倍前夜 政的銑l:Q)JI< 4 韓 関係
1210 関係綴
1211 蹴窃細企肱醐他蕗騨
ロ1醸躍
講話F 韓輩器購

揮盟監量三二ご 間孟.#~. ~ 111召平日35年
% {昭和師長後101か} 未記入
z玄うきー {昭和破後Jq1か)

1227一一一 附殺後期的 造林事業計画審未記入

1228殺事
1229 

向山瞳監重璽 米記入1231|学校用地 (昭和戦後期か}

1232一一一一一 (昭和戦後期か}

12331-- 1 (昭和戦後期か) ド本
12341 ~'I;)?j!.， l¥j1j ，&'171< iJli I ~I~fflt HHI，!; 1 (昭和戦後101か)
12351 (1iJ.l1f:/' /'7 V'l H'1I) 1 (昭和戦後JFlか) 観光パンフレッ トなど
12361--Jl¥ZUitFJl!ilI:iJfl9:iHJJ. 1 (B自I11114F頃か)
1237 1 f':1- j)li/l' ''i'"fl( fl ii' HI，m~~HJr~I~HßtNHIf， 1 (昭和戦後j明か)
12381 Ji#WIdtE:to J:: UII311ffifttE:f;: J:: o jm =t: l~lt:;-， iíi~ I (四日拘20fFit糾 丹波山村j災地角材k者同盟

1239 H昭昭E和和日3O1l年年年 月笹山村 丹波山村教育普段会
1 240IH iJli /b'*'tlHlIt~iIH'lj IllgflJ 3 1 fF~ 丹波山村役場
12411 il\iL lfiífl:~iilt~ "-;;'c jlllm~~ 1l，11t::y，~ 1 1l{j~:1J 30fF~ 丹訟山村 丹笹山村教宵香員会

1242 {昭如験後期か}

1243 閥揃小中学校i由策工事由溜間部'1乍段t骨鉱工事入札 提約書矧など

i3担生 盟主
1252 瞬静1253糠議盤 i堅金制令塑脳的ム 丹波山村役場
1254 係
1255一一一一

1256 小f号j学機晃校者・在教業i: 給税実印資同出納i資!ftJ!付にH税金つ徴徴い収収て元元帳帳 (昭和股後期か}

報開審議1258 

iji 
土輩 記13
3」11i孟ι22亙u6盟7u 7 0 {時制年頃命令 11警護関係

1271 聾路牧路釘1自4時野止網拠一委習削帯号号を三髄収Y閥')¥i会費計計李金十議委匝山州個11鵬事持売鼠毎総許緩総疲i子計持盟挙純画計委整国綴附画組続君臨縦里 {昭和20年代か] 任主主山登選挙会

1272 絢議 昭和7年~汗誌面有在蕩
l盤I1E22772 4 7 (Eli和20年代か)(昭和20年代か)丹芥波夜!EiJj役1才生 会)

(昭和20年代か) IPI- li:ii llJ lf Jli!; i1 I1o~民会
何日午1120年代か)
(自自fl120吋三代か)
(昭和叩

戸

h
uoo 



年次

I!{丹丹作成波波者山山村村段燦裟地軍餐手盈段金会
1I宿泊予考

碕{目立布有3320E4淳l'it一か}

:篠田租 i信号;
1293 

丹丹丹波波波山山11村i村村[;自民役住場~版保険組合
1294 

|i丹丹波波山山{寸村隠l診主他療国E所保険総合

盟盟よ豆盟亙弼000 2 a 4 1 

持鮒幽昆

丹波1!Jj::)役場
各種営業ií~: 口!など

1305 
1306 米51Ziえ記と入し、口言布藤調I京か
1307 

車二
1308 
1309 
1310 
1311 
1312 けJ蕊l到it#JJlltきか

量τ百33311136 E 7 
(DR和23<1三時iか)
昭和18-19年頃
(D~fn20'1'代か}

(9間取1I 0'l' f~ か}
;|f求l!:1人j告側|県H{牛系!湖{系

iii:i:紡綴倒、式会討小IlJ工渇

豊富話集
36年

明?台431c手

1330 
1331 

語法 :組総山村合合森本1組合1332 
1333 
1334 森林関係
1335 

i静i113333336 8 7 

一」」」1111I旦型旦3333334444企E 9 0236 1 第喜2第第E士十三木L号三特且三号

丹波山村戸長役場
第十号

持itiji
1348 
1349 (D2fl1戦後期か)
1350 {附和戦後期か) jj報委1351 
1352 

車喜
1353 
1354 
1355 
1356 
1357 第 号
1358 

萱萱童霊豊
H昭間昭陥4和初和相F口刊 勾勾年年平三三

1369 奥秩排水路指IEI折図ほか
1370 | 各種~iE ßJH空文書芸綴 昭和39年 丹波山村役場彼興係
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NO 表倣 l t三次 3 1係j望号

16471 j'-flJf( Ifî:j 91^'~lf* IAlff1l38年 能竺
1649lllHn3  

s?:Hn3 註詐

1650 日 3 鵠重量16511 j= .tiÞ/;f. ~c ì*:i!Íl ~il :jJ}:~~ 1"c正i旬、~唱和10年
1652 眼f-nll年
1653 
1654 1I;li11'f II;HtIl ~îifN iJ.F I (昭h130年駁}

1657 
1658 年

1660 年 j守護掛鰭
1661 

11 66 55 5 6 R… a町一M 君ヰF回3口94 93、一~勾、三沿9 年
1662 iF府地方法務総抜錨HH暗所 4061母 429母

1 6 63 笠年
1664 昭和16~20
1665 HZ1'030勾三
1666 
16671 ~ 11'Z i=iilHflfJ:')Wiillt:;ru; 1 1Ié:~:1l 25 甲府地方法務!f.l熊楠Iljo)j~月il407fト
1668 1 7t lJjf :i:jj[\'lHêiWlíllt; ~If. 1 1l1:\ ~u25 甲府地};法務局鍛隔IIH~mI358rj.

1669 I fBi:)fç "Éi'~l!Z ~5*fìJi~; IIlIH029 丹丹波波山山村村役役場i国語
167OIÞJi:)fç "Éi'~l!Z ~4*~!î';i!~' IHiJI 11l{fj:n29 

重1672 離護1673 
1674 
167519~~^1-H?Mlf**ØJ "Éi' IÞ~3 I (昭和314f頃)
1676 
1677一一一一 自己示合|話lf示か
1678時諮 問
1679 道関係図 騎時空軍誠偽iまか

43ELiiii鵠謹iim 器;葬韓議i
域由緒川興秋

1166886 5 監興事 31 購需事 i!u 168711'1'Ji:J1"l-1fi:lI&JI'Z:fI1iJ:l.lJwt I IIWfo3 1 
168~~ Ji:J M1fi:lI&~~Mwt .M  I ~~~ 
1689 1 1!l':}1H"I'1f;: 11&~'Z1'!ljJJMii，t lf1K:ll IIJe::tn32 
1690 
i691 
1692 

重量五量 附問韓間:-鵠 世帯1茨か

H昨日22年 丹fJ波桜 JJJJ村村役役場場

np，1'日40年 難題舎総計1虞

昭和13年

、 ):ヒ1也{手1係

1705 第卜号
1706 リ jこ1也関係
1707地所売貿公証濁

通) 主::1:.:主j也盤関係

同盟覇 ( if麟1712 第一号 { 丹波山村
17131Im~ tJj*fLGi!J.I::f:，Wf. I ( 
1714 
1715 法関係資i奴苦|函綴 持出11;議鰭?餓E 線
1716 

1177117 8 盤月報綴 2 2 丹芥在波百山不恥役在場蕩

171911i~:，nlj.~q;~f.!i5 1 1I1J， ~:n7 

1
111777722220 2 3 1 9 9j提fEiえ:l:l分~1' 

(l昭和18年頃)
草案若手類 日目和25年庶務総

器撤1725 

11772267基{列J車R矧支s有蓄韮額払下処現在草 白昭血和12181E年 E芥草夜山百担荷;役場

1729一一一一一 開閣議
1730補助金綴 昭和37年丹波山村森林組合
1731一一一 森林関係
1732戸鑑木重台重帳機記載例綴・戸籍吏員会同ノ際 於ケル慾ffi綴
1733前 昭和40年|森林組合

1735一一一一… (昭和39'1三綴) 間関援
1736|燦業委員会人件簿

1737一一一 11'"土盆地ι関係-
よそ.:lli一一一一 (11日和39年頃u











NO 覇 備考2104 総数吟
2105 事 NO.l

i監
盃量

]筏
立自民

競制;

係綴 丹!波波山山村村役森場t，j(組合

市月1) 対象jJIJ、寄生虫償資有卵者機及び比率図 山梨県寄生虫予j坊協会護Ug主Fi!に136韮年金~盟昭箆和4か0年の調査

を 11主i美保
事手

|住民係

1-J 甲j品自己地区学滋

E主むニLJi'tf:H毛{系
21431~!f I::J tJ:;;j.;' 1) 71-'7 ~ 7-./1&:19: 4'1\h[5'IÞl~ I flJf!'n38!f. I i主民孫
2144 投与者台帳 与l玄
2145 
21461 .:y'I\)jm '!lÌ('F~"&1S 丹波111村
2117 投与者台qJJ~ 般鴨沢役与区
2148 長 与台l阪 丹波IU村住民係
2 1 491iL>fI::J * 1) 71-:::J:: '7 ~ 7' >1);:1又 '1民 ( ー詩文及学盗)
2150 丹i皮叫J~、4
21511;¥!f 核当者

21521--E急3性i立i灰白鎚炎経口生ポリオワクチン被投与者台仮
215:3l幾rtJltzl怒係

注)聞は=I:IJ読不能文字であることを示す。
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